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吟味すると共に, 亜鉛濃度への依存性を検討している｡ 批素蒸気圧- の依存性については従来の結果と異
なり, 拡散係数は批素蒸気圧の増加と共に減少していることを見出している｡ この新しい事実に基づいて
従来の置換一格子問拡散モデルではなく, マンガンの拡散機構にならって, 批素2空格子点とガリウム原
子に置換した亜鉛原子とが会合して形成する複合体が亜鉛の拡散を支配す るとい うモデルを提出してい
る｡ そしてこのモデルによって拡散係数が批素蒸気圧の-Ji乗に比例して減少し, 固有領域では亜鉛の濃
度に依存せず, 不純物領域で亜鉛濃度の2乗に比例するという推論がよく実験結果と一致していることを
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示し, この機構の意義を立証している｡
これに対してガリウム批素中のカドミウムの拡散分布は誤差関数によって表わされることを示して, 紘
散係数を求めその温度依存性を決定している｡ 拡散係数は亜鉛と異なり批素量の増加により増大すること
を見出している｡ カドミウムの拡散がガリウム空格子点濃度に比例するとすると, 空格子点濃度は批素蒸
気圧の54乗に比例するので, 拡散係数も蒸気圧の34乗に比例することになり実験結果と符合する｡ 従って
カドミウムのガリウム批素中での拡散は空格子点拡散であることを証している｡
さらにガリウム批素中での亜鉛およびカドミウムの拡散の挙動を比較検討して論じ, 興味ある知見を得
ている｡
4編の参考論文は半導体の鉛テルルに関する基礎研究ならびに主論文のガリウム批素に関する開発研究
ならびに補足的な基礎研究よりなっている｡
申請者の主論文は新しい方法を導入して, 先端の技術の基礎として着実なる研究を行ない, 新しい知見
を見出して, この分野の科学ならびに技術の基礎の進歩に寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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